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　　抄　　　　録

セリシンの分離ご物理化學的性質

　　By　Keiz礁）】くく）dania；The　Biocheinical　Journal　Vo1．20　No．6．

著都u・i・・rBi’ty　G’・11・g・，　L，｝nd・・に於て・微利産の黄繭珊ひてL’・1）・y　yの物麗化

墨的研究謳行ふ～こo

　L耀醗lqつてセリシンを灘1する駒ま蛋白分子が稀酸にatる沈澱8隈央ふ事がわ

　　　かつずこ。

　2．繭奄純水に6時問浸して後20－30倍の蒸溜水で90分嵩沸する事3圓浸1屑勿な濾して

　　　之の液にPII3、9－3。8になる迄酸な加へで黄色の沈澱な生ぜしめ数峙間放置すoこ

　　　の沈澱加数國洗溝し精製してセリシンが得られる多少黄味耀鱒粉末で水に溶けが

　　　たくi駿やアルカリには溶ける之｛ミ灰分α173％・霊素16・04％？V含むo　　　　　l　　　，

　　　以上灘しなかつ字・濾液の方観成縢溜して濃縮し2晦の酒榊に注加すれば大部

　　　分は沈濃する之れな酒精及工一テルで塵理して紛末とすoこのものは水に漆け易く

　　　窒索17，05％fle含む．藩者は之なセリシンペプ1・ンと名付け敦0

　3，セリシンーIlc1，　taリシソーNaoEセリシソペプトンーH。1・セウシンベプ1・ンー

　　　NboHの物理化學的性質な試瞼してセ）Jシンの等電袴点はPII3，9・セリシンペプト

　　　ンはPH4、4の近くにある事がわかつ1：0　　　（尾藤省三抄）

絹精練に於ける石鹸の作用に就て

　　　高橋武雄　　工業牝離雑誌第三〇編第五掛　　350夏

　著者は毛朋．排綿及生綜履な使用して練戚歩合若くは練威比より絹練1←用に力脳ナる石鹸

の槻構に就き研究したり0

　　　　　1）　アlt’カリの絹練作用

　苛性曹逮及炭酸曹’建な用ひて毛％．捌i綿に就て練賊歩含と藥晶との關係を見るに苛挫曹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し癒は炭酸曹達に比し解膠作用急激に行はる0

　　　　　2）石鹸の絹練作肩

　練減歩合と石鹸液の濃度との關係を見るに毛朋．排綿に於ては0・2％．生綜眉κ於ては

0．4％の石歯魯学夜に：方昏て官邑羽1に至る0

　　　　3）石鹸練に於ける酸性孤鹸の作用

　酸性眉鹸はアルカリの解膠re助くるものにあらで反つて抑制作用な瞥むな知る叉酸性石
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鹸の壌加は石鹸液の衰而張力な低下するものにして此は石鹸の洗溝作用に｛さ重嬰なれども

絹練作刑には殆ご影響なしo絹練液中に月皆肪酸の存強は悲むく練誠歩含の滅少か來たすも

のにして此の事實は石鹸練の機構な研究するに看過すべからざるなt）　0

　　　　　4）　凋鹸練の機構に就て

　a：リシンの溶解自P解膠作用に二脚あり。rはアルカリのジル’・”・s　Jレマン氏の所謂酸性セ

リシンに封する化學餅給作∫Hにして他は1面。ehargeに依るソルーt・1シ・ンなり。

　後者は即ち古谷氏の論述ぜる獅く元來微陰性なる噸リシン粒子が水酸基皆くは水紫イオ

ソにより更に強く荷飛ぜら桐股粒子相互の反擬力旺盛となり融こ水中にS・lvateする事な

りo

此の二春の個臆恐らく實脚こ」jENて行脈圏 驍烽ﾌにして比車髪的醐蛾高きセ）」・v・ンほ前

者の作用か酸性慶似iきセリシンは後麿の作用な主として行ふものなりo石鹸練は曹逮練と

異リセリシンが解膠分散ななさんには溢に大ふる溶解電歴な必要とする此絹精練に於ける

Z！irk，の作用が全く猫特刎生質な府す繍腕亡てジルプ・レ・・rン氏が巳に脂肪融の｛’ll　Jrl　1te繊維

の損傷な小7sらしむるものとぜし考察に鋤し理論的線櫨秘與へるものなりと僑すo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾藤抄）

　　生綜の伸長度ご強度に及ぼす加熟　．’．　　1

』温度の影響

　　　磯部甫．今村．遡　　理化雄研究所藁報　　第プく輯第露號　　268・

　並綜が加熱される時は攣化して仲力強力が攣つてくるが其の割合がこんなものであるか

心正確に飽る必要上實瞼秘行つて訣の紬果心得六〇

1．80度では5時間位の加熱では殆んど攣化されぬ0

2．100度では1時間．3噂間．5時間と順々に作用されて仲度も強度も一般に滅する．仲度

　　は特に悪くなる0

3．117度でに1時S問も3時…lil1も5時間も同様に悪1くなるが主に初の1日蕾闘の力ll熱のうちに悪

　　くなる0

4．即ち100°G以上では強fll1が非常に悪くなるが100°G以下では殆んど鍵りないとみてよ

　　いのである。　　　　（尾藤省三抄）

紫外光線の影響に就いて

　近時レソトゲン線り生物に劃する生理學的影響が色々と研究さ堵しると同時に又紫外光緯

が軍に植物の螢養’c關係あ訓でかりでなく動物の成長及螢養にも至ソくな關係があるもので

ある事が多くの學者によつて認められて旅てゐるoこV：もそのt一つとしてExperit）’Lental
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，り。1・gy．　V・1．46．　N・・31926・にt．Eiてゐナ・。G・1…’ge　1　’i・Higgh磁GI1・Lr畑Ilca「d氏の言1該

のPt部在・御紹介しやうと思ふo

　これはRan：L　pil’｝icti（亘Lkの一純）の幼最の著い晦代q）搬育中に於ける紫外線の影響か樫

ナこものであるO

　概諭及総括な癌くるど［“の如きものである。

別の勲「・於噺し噛　奨類の恥390紹20mゆ滋の光繍ご肌・三麺ぜし碗filt°「

、、．、；Nひ・（附の太陽の一ドで“暴露し蹴態に媚i腿・・鳩舎渦るが是は恰度・「満英水銀

燈ぴ分乃至二州卵蟷でブ蕩含と1剛勲繰撚してゐる。此の灘脚畷劃1に

綱る鋼，鰍射の影鞭その壷繊と燗係粥ものであるといふ継姻律舳の
である、G・。伽・・lwl・も光は吸糎られざd’，・・（i作胆ずとある。　・／t

I’1。。telは知襟な勲・馴してゐる舗著し職ゆコネルギーの光線にて嵌の1－“は波

騨・nl！切覗光隷．他は28・剛・働縢タト細・近』き1・，・・・…’・・rR・7・ならば1・Q曲（｝瞼張）

では鰍長のもゐにiCは50秒にで殺さ帳波長・p　laのにて4一騨｛圃嫡鍛き編解

ある．故にユネ’レギーのみの問題ではだく波長め問題も亦大きな關係がある6換君ナれば

放射塀ルギ吻活動の特異Jl・II三といふものはその光線の波長帳短噸1珂するものである

耽姻得る。卵蟹由の」i捨F・於ては320ml鳳帳哩ヒ長1・ては鰍少く’280m・J・（最高

・劇購）－250剛・如ミ伽b1州こ於て再び劇嫉高し。　．　・…1「

　鰍｛緻鰍長233・W・整ける200よ撮燃擾200m／・rr蹴る、1°OQ　lkて’の「enの難オ‘

在るわけであるo

　紫外光線眺溜脚q制1匹2つ嘩つた影響醐すものである。蝋作鵬致死欄
で麟，、糊光鯨塑鋤霞にcrk”皐i・鴎’齢b三・ti・’冒儲拗”及”無卿的”一

とL・ふ軸使つてゐる．一般1・1ま蹴・gi嚇圃臓｛騨位罰親鰍の極限（雌40°m，Lt）

より280m雌での紫外伽砧つて行はれる。蜥・lti。鮒よ致死作馴聯9・・嘱貼短き

輝叫鱒岬て行瞳る・・球鱒踊椴晒人ρ鋤に・鼠ρて明窃る・
　霊氣水．載は表面的の細1包暦等によりて吸牧される辮が少い光線（渉波長き㍉ρ》駐その

繊廓珊礁藤㈱覇輿澗來る・而るに燃撒鮎ρ1鰍死綿榊つ’c　ua

破されるのであるo　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「「砥

、斯く禰照ま次の如の総鋳し・てゐる・　・，・、F’　1’，　’　，ヒ∴鵡t・／

　R、。。lp呈歯・の瘍合の蟹漁によるに紫外光線は搬F襯融細1包の内的成麟ヌ鞭する

ものである瀕の代照此の敦射着娘は次に起る魂夕酌の細∫・賦謝碑醐する作用がある

砕編め醐く厳鰯げ．死の原va・S・・lts　・，g’ので麟。卵醜鶏す所畷しい縫化は・

高温に一H禰に曝露しテ・もの．鮒轍蔽作胆しめ7こもの酷果胴襟である。激

の．賜臆剛瞭墾化礎む一1　eま微の雛胴灘励。・’　－1・1
　紫外光線の第一騨は．髄鰍は撒的のものである。蔽櫨系鵬の遜瀧の攣化

によ、るノ、・繍すれば駅須の膠質基内の墾傑譲暦の劉ヒであ碍藤ふべぐもないが
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　之，が爲めに第二次の結果れる勢殊な化尋～的の影響が序いて「來ろのであるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（殿膿生，理解署麗墾教窒　’．1期口定次鄭抄）

　　　　　　　　家獄の絹縣腺に關す’る研．究・，

　　　　朝鮮水原灘試麟梅谷興七鄭・轍一Studi・・　t圃岬・・r1噸・

　　　Silk．W。r1。．（th・B。11・thl・f　th膿・ic・1tu…1・E・peTii・el・t’・t伽・f　ClhE？sg．n　N・D

　　　よ・りσ11、　　　　　　・，　　　．　’　　；／，

　　　　　　　　緒　　‘　論
　　繍腺のM。i’phol・｛li・・al及Anatomic“alの研究賜く儲さ’a…Cゐ翻二．少くとも難

雷でには翻鯨獲態醐、1しでUt・1，のは卿1齢でゐな・・様で溺。故k勲繍脚｛オ正毛

想り齢練微．嚇紐がi絃き糠後の腰朧融如1・・Jにと’v・ぶ1聰臨い‘z　li｛

　瞼さ池fl。是は興味ある晦であるばかノりでなく網綜腺の並魏作用として知つて居ねばなら

脚ぞある。伽ヒの繊飼・．継細銀働舳岬ア伽i餌酪一ラゆ紛1こ存一S7・もの

　であ翻薩瑠魏めてゐる。「・tt．t・t』　．　　　1・　1

　　　　　　　　総　　　　1’，Vi

　　　A．　絹緯腺除its：の影轡

　　L繍腺は欝在つては舞或の都畑馴独さ才・t・・ものと量1底も融す碍なし・

　　2．繍糸麟表御幼嫌劔虫騨圏一2醐蚊碑める6繭iし鋼を2暇醸す

　るo　」

　　3。舗代に於て繍腺の除去卿術航拗撚瓶1鈴の棚j麟畦甑醐聾嘔
・嬬・輕・r圃・此・期・爺セ絡r蘇全く・騨るLgJ］巴輝獅しつ馴

　なつて行く。
　　・．　，、ISrかる厭症曜・職・・も早・蝋・於・荊し働鐵醐合騨押：ζ起る

　そして肥大現象の結果として襟宰瞳の臨又劇扮傾五した　愚で死ぬ。

　　5．絹襯戯部分例一ば一加恒脚ま郷騨ウ蘇粋τ泌幼郎穂の」寡解

　於て或繊まビ蜘・る「肥大勲免れうるゆである・1　，　，
’6．繍腺は繍分泌廟・、・嘆態嘲髄戯醗泌牛嫉姓薦るもめ蜘傍

一巌師・期麟隙・イヒ腓脳蜘細鋤（化1轍蛾の聯獣として
最も鰍燗）麟て起る寝しで謝こしき隅髄・し酵のであA・とい訪瀦

　な得てゐる。
　　此嚇の勲質と購雛の形成に撒しつく齢るもので幹よない・從つて鋤こ於ける

繍伽難・轍くt・x・・v・’・ざ・も・⑰つ・・恐らく姻こらう所の．醗灘臨關係

　である。
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　　　B。吐締孔除去の影響に就いて

　1．　上籏後一二日後に吐紡孔を除芸した幼鐡は凡てが死んで絡ひさうであろが．而し叉

或ものはi厨照匿より蓮くではあるがイヒ蜥L得る。

　2・　螢繭秘効げら才けこ絹緕腺は中部締腺に於て肥大症を起し途に上籏後四曾rL　glにして

　　　　　　　　　　り破れる。そは後部綜腺の問闘なき絹質分泌の盤力の爲めである。

　3・絹締腺の肥大が著しく現｛抽る時は常に他の器官も若き虹喬の時代のま」にてそれ以

上め螢蓬なする事なく途には破壌されてしまふo弼るに徐り著しからざるとき葭彼等は苦

もなく礎態なしうるものであるo’

　4．吐懸孔除去されナこ幼鍛の死因は肥大絹駐系腺の存在によるのであるo而し彼等は彼等

薗勇愛態不可能ふるのみならず他の器宮の獲遽な妨げ塗には幼錨3くは蝋の死を致すo

　　　C・絹貿分泌作用に魏て

以上の如く職腔内に幾留ぜ研月緕腺の一定の嚥分内の内容の研知こS．つて糸購物質はそ

の根本（Origin）に於て中部Z之後部綜腺は異つてゐるものであるo　EP　SeriGinは中部締腺よ

りFibroinは後部緬腺より分泌されるものなりS思考されるO而し二りの物質（やricn及

珊bro三n）の分泌の限界に關してはll・：部緯腺の後端から少漁の珊bro三翼1が分泌されるといふ

事の爲めに巾部から後部継腺への轡曲部の上にきつばりした線な引く購が不可能なので．

之以上の槻察も不可熊であるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口定…欠良1野少）

工場に於ける創傷ご油この關係

　　　中タト轡弩噺報　∫No．　IM5．　　　　　　　　　　　’　．　　　’

　工蠣に於ては汕脂によりて滑染ぜられナこる揚所に創傷心こうむる．が故に一見直に化膿す

る如く想像ぜらるエも．i事實は然らすして大多敷は化隈ぜすと云ふも渦雷にあらずo雌麗

に於て汕類と創傷の問に窃接なる關係あるものの如しとして，伊藤哲一氏は研究し次ぎの．

如き結論な輿へら9V　7：　P。

　1・工場に於ける創傷は外槻酬ヒの慶に比む細薗感染少なをしのtり．礎つて泊癒機樽

速なるな例とするが故に豫後の鋼定上留意な要す。　　　　　　　　．　　　　1

2．漁の殺菌力は微弱捌。．　　　　　　　「
3・灘茸に於ける系蜘まそ姓腰約轡乏覇鵡駐存雌きも毎蜘・、
　4．　工瘍に於ける油は手脂に院手齋して菌の手脂に附着するを困難ならしむると同時に菌

の登育存阻害するものミ認む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北澤抄）
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震兜の螢1養液・　幽1∴「

F．L．　Gan】pbell．：－Notos　on　S三1kworln　Nutrition．　Jum’of　E（」｛・nonlic　Enザ

Vo鳥120。囎b　1・g271「No↓、　P，，88r90．、．　　一　、　　〔　、　、，　．，1、

　或種の蕾養液な昆轟に飲下tfしむる藁得L’昆血食物の必須成分及び共等あ比率な決定す

ろ事卿能嫡婦劃・逸購職見な牛乳にて飼育し碍砕試勿・り・即．ち嫌灘5

頭蹴て蜘数酔恥鯉しめたる鮒靴ゆ解興＾墜輝点雌陥鮮τ放
置ぜる劉稻属とに就て貫の結果1tS見るに0

　1，飲乳τ磁ま鋤稽寓鍛兇より1過間長く生活し髄量ゐ誠粍俄少にして最後遙牛乳な飲下t±

　　りo
　　　　　　　　　　　”　　　・　　　　　　　1－　　1　　・1・　　　　・一　’　．．、h「’「’

2傑驚卸輝騨欠学1騨塑騨鞭1礁艘騨糊し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　て巾　島　抄），

毘轟の登育に伸ふ体温の攣化に

就で「　・ゼ．、

Studiθs、Oll　thθ勤Qdy　tomperature　of右he　Insec，t　I｛Lrva』く］Ul’in9「it臼（丑Ovo1【）Pn｝en亡」・ぎ’

’　Mtしsuコ11i，1〈ushibtlGhi．　DQbut’sugakiizasshi，　1926、・Nσv，1　No　、457，368－37Q，

、家獄の膣温鍵化を研究され．．幼虫期の各齢開に畏常のあるな認め。，拘次の結果葱得た

りO　．　『11t・tLl・　　パ・P「　　、「　　．’・　・「P・1i♂1　’　　－　1－1　　㌦：『ド；’　　11

1）鴨慶め高い瘍合に於てぼ家獄の膿温は」般に氣漉ミ岡擁か或は之翻高しo’・　rt

3）　艘灘は螢育と並行して上昇すo　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1、t’／L

3）　各齢期に於ては眠期に低く．次第に高温となり．成長極度に方昏て最轟温を示oピ鋒蒋

　　　び低下し次の眠に入る。
・）琳。漁、齢。il，1・h・1。敷一蜘ゆ爵撚ヤ鋤1磁麟血1蜘。現オ、

　　　るo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巾　島抄）
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蝋期の呼吸作用に於ける瓦斯

交換

　　Resp三ratory　Metabo1五sn1．　Bodhle．　Joseph．　H．　aiid・0㎡’Pau1，　RL／IBrologictLl「！

　　　Bul，・VoLゼXLVIXTゼJanuary　1925．箪q　L　1－13P＿

L…輌1ぎ・fix・・呼嚇用・期・瓦骸鱒究幽に丞・61・h』ゆ噛・一、

resP三rlLti。n　apparatusル用ひ次の結果為得たり。

1・°・・C°r・備飾儲條鯵，同惑剃輝醐撫鯉．粋る震鞭鐸
　　　ず0

2・蝋go2潰費とc・・μ細藤は或沸尖恥有す柚辮なす。
3・虫醐麹日醜はO・蔽と。・・1・鋼紬砂すれども嫌郷囎力閥協化虚

るo
1　」　，　　　　「　　　　一

4・伽蝋期攣態中の艘飛は漸次減少す。

（中　島　抄）

ぢ∴㌧＼：』、　噛』諮響，」

コホロギ血液の水素イオン濃度・

　　Bod’ine。　JΦ臼eph・1薫iIl聯一正〔ydr（｝geh　lon　lGonむ01N加a雌σ1曳三n　the’Bloσ叡ヒof　Gertai飢　　…

　　　Insoct，・BiGl6gieEし1　Bul”VoL．工汀．　N6」．5；1926ボNotw，　P・363・燐9．　　　　　　　　　　隔

　調ロホギの異糧間に於ける血液のP凪．：低なM搬翫田eo七恥piethodl’雑て測定せる結果

同種動物に就ても血液のP］張便には顯著なる攣化の有る7ta知才しり．eeL　tvど血液のPH・個

と動物の年齢及び性にta相開的關係客瑠めすと無ふ。今暴種1コ＊，　p，．de’の1與液PH；側欧

に示さん。　　　　　　　　　　　　　　　　　1ビ
Melai｛opluis．aif飴reutla1｛s　層・　1危絵一6・99　668と奉均）「｝噛’1』∴∵　1｛．

Ch蝉　di　∵4377掃7義死∵篤111


